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１、「胎生期」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状＞ 

・歯科健診を受けた人は 22.0％で 5 人に 1 人の割合でした。受けない人の理由としては、症 

状がないからと答えた人が 70％、多忙が 31.1％でした。 

・妊婦無料歯科健診があれば利用したいという人は、91％と高い割合でした。（図 1） 

・歯間清掃用具を使用していた人は、40.9％でした。（図 2） 

・歯周病の影響として「早産や低出生体重児」があることを知っている人は、20.2％でした。 

（図 3） 

・妊娠中の喫煙率は 3.2％でした。（健康むらかみ２１計画より） 

 

 

図１              図２            図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ママと赤ちゃんの歯を守ろう 目標 
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＜課題＞ 

・妊娠による身体の変化からお口の健康を守るために、歯科健診を受ける必要がある。 

・赤ちゃんの歯の土台づくりをするために、妊娠期にバランスのよい食事をとる必要がある。 

 

＜取り組み＞ 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

・毎食後に歯みがきをする。 

・歯間清掃用具（デンタルフロス・歯間ブラシ）を使う。 

・体調が安定したら、歯科健診を受ける。 

・バランスの良い食生活を心がける。 

関
係
機
関 

・無料歯科相談等を実施し、気軽に相談できる機会を設ける。【歯科医師会】 

・妊婦教室で歯科保健指導の充実に努める。【医療機関】 

・妊娠期の歯とお口の健康の大切さを普及する。【歯科医師会】 

行 

政 

・市報やホームページ、パンフレット等で妊娠期の歯とお口の健康の大切さを普及する。 

・歯科医師会が実施する無料歯科相談を広報する。 

・パパママ応援教室で、歯科衛生士等による歯科保健指導を実施する。 

・妊婦歯科健診を実施する。 

・早産や低出生体重児、歯周病の予防のため、禁煙を推進する。 

・妊娠中の食生活の大切さを普及する。 

・妊娠届出時に歯の大切さを妊婦に伝える。 

 

 

＜評価指標＞ 

 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

妊娠中に歯科健診を受ける人の割合  22.0％  27 .0％  

歯間清掃用具（デンタルフロスまたは歯間ブ

ラシ）を使用している人の割合  
40.9％  45 .0％  

歯周病が早産や低体重児に影響することを

知っている人の割合  
20.2％  25 .0％  
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２、「乳幼児期」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状＞ 

・１人平均むし歯数は、３歳児は 0.8 本、５歳児は 3.04 本で、いずれの年齢も県平均値より

も高い状況でした。（図１） 

・むし歯有病者率は、１歳６か月児は 3.4％、３歳児は 23.4％、５歳児は 49.1％と、いずれ

の年齢も県平均値よりも高い状況でした。（図１） 

・毎食後に歯みがきをしている園児は、6.9％でした。 

・仕上げみがきをしている人は、２歳児で 92.2％でした。 

・歯みがきを 3 回以上している、歯に関心の高い両親を持つ子供は、子供の歯みがき回数も多

く、だらだら食べをする割合も低くなっています。（図２・図 3） 

  ※「だらだら食べ」の定義：「おやつの時間が決まっていない」または「おやつを 3 回以上食べる」とする。 

・乳幼児健診のフッ化物塗布の受診率は、１歳６か月児で 99.2％、２歳児で 99.5％、 

 ２歳６か月児で 97.8％、３歳児で 98.6％と高い塗布率になっています。 

・２歳児でおやつの時間を決めている人は 75.0％、年少児では 59.9％、年中児では 56.7％、

年長児では 56.0％と、年齢が上がるにつれて減少しています。 

・市の歯科健診の特徴として、一人の子が多数のむし歯を持っている傾向が高くなっています。 

 

 

 

 

 

大切な乳歯を親子で守ろう  目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの声 
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図１  
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  図２                                    図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・毎食後の歯みがきと仕上げみがきを定着させるため、保護者自身が知識と関心をもつ必要が

ある。 

・おやつのダラダラ食べが乳歯のむし歯の原因になることを、子供を取り巻く家族等が認識で

きるように普及していく必要がある。 
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＜取り組み＞  

 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

・定期的に歯科健診を受ける。 

・健診後治療勧告を受けたら、早めに受診する。 

・乳歯の頃からの口腔ケアの大切さを知り、親子で毎食後の歯みがき習慣をもつ。 

・正しい仕上げみがきの方法を知り、小学校低学年まで仕上げみがきを継続する。 

・定期的にフッ化物塗布及び洗口を受ける。 

・おやつの適切な量や回数を知り、だらだら食べをしないように努める。 

・よく噛んで、バランスの良い食事を心がける。 

関
係
機
関 

・治療等が必要な子どもに受診勧奨をする。【保育園・幼稚園】 

・保育園だより等を通じて、歯やお口の健康の大切さを普及する。【保育園・幼稚園】 

・無料歯科相談等を実施し、気軽に相談できる機会を設ける。【歯科医師会】 

・定期的に歯科健診を継続する。【保育園・幼稚園】 

・嘱託医が年 1 回講話や歯科保健指導を実施する。【保育園・幼稚園】 

行 

政 

・市報やホームページ、パンフレット等で、乳歯の大切さを普及する。 

・歯科衛生士による歯科保健指導の機会を増やす。（健診でのブラッシング指導等） 

・定期的に乳幼児歯科健診及びフッ化物塗布を実施し、欠席者に受診勧奨をする。 

・親子歯科健診の実施を検討する。 

・給食やおやつによく噛むことを意識できるメニューを取り入れる。 

・乳幼児の歯科保健体制を検討する。 

（1 歳児及び 3 歳半児歯科健診・フッ化物塗布を検討） 

・歯科医師会が実施する無料歯科相談を広報する。 

・フッ化物洗口の重要性について情報提供する。 

 

 

＜評価指標＞ 

 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

3 歳児の一人平均むし歯数  0 .8 本  0 .5 本  

3 歳児のむし歯有病者率  23 .4％  20 .0％  

2 歳児の仕上げみがきをしている人の割合 92 .2％  95 .0％  

おやつのだらだら食べをしている園児割合 44 .9％  40 .0％  
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３、「学齢期・思春期」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状＞ 

１２歳児むし歯有病者率は、村上市21.2％と県平均28.8％よりも低い状況です。（図1） 

１２歳児１人平均むし歯本数は、年々減少してきており、村上市０.48 本で県平均 0.68

本よりも少なく、県内順位は８位/30 位でした。（図 1） 

歯肉炎のみられる（GO・G）＊割合は、小学生 9.２％、中学生 2６.７％でした。中学

生は県平均 21.４%に比べて高い状況でした。（図 2） 

治療を勧められ、歯科医院を受診する割合は、小学生は約 50％ですが、中学生になると

約２５%と受診率が低くなっています。また、歯肉炎では、小中学生ともに受診する割

合が県平均よりも低い状況です。 

「歯みがきを 1 日 3 回以上行っている」と答えた小学生は 74.9％、中学生は 53.1％

でした。 

「歯間清掃用具（デンタルフロスまたは歯間ブラシ）を使用している」と答えた小学生

は 21.3％、中学生は 14.2％でした。 

「仕上げみがき回数を 1 日の 1 回以上行っている」と答えた小学 1.2 年生は 51.3％で

した。 

「歯周病がどのような病気かを知っている」と答えた小学 6 年.中学 3 年生は、知らない

人（２５％）よりも歯間清掃用具を利用している人の割合は４１％と高くなっています。 

荒川・山北地区で歯科衛生士による巡回歯科指導を実施しています。 

 

＊GO・G とは （学校健診で使用する記号） 

 GO とは、歯肉に軽度の炎症症状があり定期的な観察が必要な者であり、 

 G とは、歯科医師による精密検査、診断、治療が必要と判定された者である。 

 

 

 

歯とお口の手入れ方法を身につけよう 目標 

 
みんなの声 
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＜課題＞ 

・仕上げみがきを低学年まで続けるために、保護者の意識を高める必要がある。 

・むし歯や歯周疾患を予防するために、セルフケア意識を高める必要がある。 

 

＜取り組み＞ 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

鏡をみながらしっかりと１日３回以上歯みがきをする 

小学校低学年までは仕上げみがきをする 

デンタルフロスを１日１回正しく使う 

学校歯科健診などで治療勧告があったら早めに受診する 

学校や歯科医院などで正しい歯みがき方法を学び、実践する 

家庭で歯みがき時など、お口の中や歯を見たり、話題にしたりと関心を持つ 

家族みんなでバランスの良い食事を取り、しっかりよくかんで食べる 

関
係
機
関 

安全にフッ化物洗口を実施する【小学校】 

昼食後の歯みがき時間を確保し、働きかける【小・中学校】 

歯科保健情報を児童、生徒や家庭に提供し、歯科保健意識を高める【小・中学校】 

治療勧告となった場合、受診勧奨を徹底する【小・中学校】 

学校歯科医と連携し、歯と歯肉の健康について講話する【学校・歯科医師会】 

行 

政 

広報やパンフレット等を配布し、むし歯、歯周病について情報提供する 

歯周病予防のため、中学生に歯間清掃用具を配布する 

小、中学校での歯科衛生士による巡回歯科指導を拡大する 

食育事業等を通じ、歯科衛生士等による歯やお口の健康づくりを推進する 

中学校でのフッ化物洗口の実施を検討する 

歯科医師会が実施する無料歯科相談を広報する。 
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＜評価指標＞ 

 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

12 歳児むし歯有病者率  21 .2％ (H23) 18 .0％  

12 歳児 1 人平均むし歯本数  0 .48 本 (H23） 0 .3 本  

歯肉炎の見られる（GO・G）小中学生

の割合  

小学生 9 .2％  

中学生 26 .7％ 

(H23) 

5 .0％  

15 .0％  

 

歯間清掃用具（デンタルフロスまたは歯間ブ

ラシ）を使用している小中学生の割合  

小学生  21 .3％  

中学生  14 .2％  

25 .0％  

20 .0％  

仕上げみがきを 1 回以上行っている小

学生の割合（小 1・小 2） 
51 .3％  55 .0％  

歯周病を知っている小中学生の割合  

（小 6・中 3） 
27 .4％  32 .0％  
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４、「成人期」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で 

＜現状＞ 

・市の成人歯科健診の受診率は 23 年度 9.8％、24 年度 10.２％です。 

・20～60 代の 3 人に 1 人(31.1％)は定期検診を受けています。そのうち、一番定期受診が

高いのは 50 代で 31.3％、一番低いのは 20 代の 16.1％で年齢が高くなるにつれて定期受

診する率が上がっています。 

・歯周病が全身に及ぼす影響を知っている人は 60.1％、喫煙と歯周病の関連について知って 

いる人は 31.7％でした。 

・歯間清掃用具のうち、デンタルフロスまたは歯間ブラシのどちらかを使用している人の割合

は、53.9％でした。 

・セルフケアができている割合は、全体で 10.8％しかなく、20 代に関しては 6.1％、一番で
きている 50 代に関しても 16.5％でした。（図１） 

 
＊セルフケアができている人の定義：「1 日の歯みがき回数が 3 回以上」かつ「歯間清掃用
具を使用している」かつ「1 年以内に歯科受診している」かつ「歯周病について知っている」 

 

 

 

 

 

 

歯周病を予防しよう  目標 

 
みんなの声 
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＜課題＞ 

・自分の歯を残すために、歯周病についての正しい理解をする必要がある。 

 ・歯周病を予防するために、正しい口腔ケアを実施・継続する必要がある。 

＜取り組み＞ 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

・広報を見たり講演などに参加し、歯周病についての理解を深める。 

・1 日 3 回歯みがきをする 

・家族で歯間清掃用具を使う。 

・定期的に歯科健診を受ける。 

関
係
機
関 

・歯周病の理解のために講演等実施し啓発を行う。【歯科医師会・事業所】 

・口腔セルフケアについて普及する。【歯科医師会等】 

・職場で食後の歯みがきを徹底する。【事業所】 

・歯科医院に受診しやすい環境を作る【事業所】 

・無料歯科相談を実施し、気軽に相談できる機会を設ける【歯科医師会】 

行 

政 

・地域や事業所で歯周病についての知識を普及するために、広報掲載、パンフレット等の 

配布を行う。 

・歯周病への知識を普及するために地域や事業所で歯科衛生士等が講話を実施する。 

・成人歯科健診の個別案内による受診勧奨をする。 

・妊婦歯科健診・親子歯科健診を実施する。 

・事業所等に歯科健診の実施を勧める。 

・歯科医師会が実施する無料歯科相談を広報する。 
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＜評価指標＞ 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

歯科定期健診をしている人の割合  31 .1％  35 .0％  

成人歯科健診受診率  10 .2％  13 .0％  

歯間清掃用具（デンタルフロスまたは

歯間ブラシ）を使用している人の割合  
53 .9％  70 .0％  

歯周病が全身に及ぼす影響を知ってい

る人の割合  
60 .1％  65 .0％  

喫煙と歯周病の関係を知っている人の

割合  
31 .7％  36 .0％  

セルフケアができている人の割合  10 .8％  15 .0％  
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５、「老年期」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状＞ 

・70 歳で自分の歯が 20 本以上残っている人は 64.2％でした。 

・一日 3 回歯みがき習慣のある人は、32.2％です。 

・残存歯のある人で歯間清掃用具を使っている人は 61.1％です。（図 1） 

・歯周病と全身の健康の関連を知っている人は 67.1％です。 

・固いものが噛みにくくなったと感じている人が 24.2％、お茶や汁物でむせるようになった

人が 20.3％、口の渇きが気になる人が 19.0％(H24.基本チェックリスト)などお口の不安

を感じ始めています。（図 2） 

 

  図１ 

 

                    図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しっかりかめるお口をもとう 目標 

 
みんなの声 
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＜課題＞ 

・全身の健康状態を良好に保つために、お口のセルフケアを維持する必要がある。 

・いつまでも美味しく食べるために、噛む力や飲みこむ力を維持する必要がある。 

 

＜取り組み＞ 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

・歯やお口の健康に関心を持つ。 

・毎日自分のお口の状態を観察し、毎食後に歯みがきとお口の手入れをする。 

・かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯科受診をする。 

・地域の集まりや老人クラブなどで歯やお口の健康の健康教育を受ける。 

・口腔機能向上事業に参加する。 

関
係
機
関 

・歯や入れ歯の手入れについて指導する。【歯科医院】 

・無料歯科相談を実施し、気軽に相談できる機会を設ける。【歯科医師会】 

行 

政 

・市報やチラシなどを通じて歯やお口の健康について普及する。 

・地域の茶の間や、老人クラブを利用して、健口体操を普及する。 

・口腔機能向上事業を実施する。 

・歯科衛生士等が地域で歯やお口の健康教育を実施する。 

・歯科医師会が実施する無料歯科相談を広報する。 

 

＜評価指標＞ 

 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

70歳で自分の歯が20本以上ある人の割合 64 .2％  70 .0％  

80歳で自分の歯が20本以上ある人の割合 26 .1％  3５ . 0％  
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６、「介護・障がい」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状＞ 

・ お口の手入れ（歯みがきや入れ歯みがき等）を、１日１回と答えた人が 38.1％で１番多か

ったです。３回している人は 18.２％、お口の手入れをしないという人が 3.3％いました。 

・ お口の手入れを１日 3 回する人と、しない人を比較すると、20 本以上の残存歯がある人

は１日３回する人のほうが、２倍多くいました。（図 1） 

・ 現在のお口の状態で満足している人が 69.5％で、そのなかで 51.8％の人が何らかの不調

を訴えており、症状はあるがあきらめているという意見もありました。 

・ この一年間で歯科受診をした人の割合は、23.7％と各年代と比較して一番少なかったです。

受診をしない理由として、10.3％の人が寝たきりだから、4.7％の人が認知症だからと答

えています。 

・ 20 本以上の残存歯がある人は、歯科受診をしている人が多くいました。（図 2） 

・ 障がい・介護を必要とする人と健常者の残存歯を比較すると、残存歯が 20 本以上ある割

合は健常者の約半分で、残存歯０本の割合は健常者の約３倍でした。（図 3） 

・ 在宅要介護者等訪問歯科健診（県事業）の利用者は、平成 23 年度７件・平成 24 年度４

件でした。（表 1） 

お口の健康に関心を持とう 目標 

 

  

 

 

 

 
 

  

 

 

 

みんなの声 
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                      表１ 

在宅要介護者等訪問歯科健診の利用者（県事業） 

 

 

 

 

＜課題＞ 

・口腔機能を維持するために、本人に携わる人が適切な口腔ケアを実施する必要がある。 

・お口の変化に気づくために、かかりつけ医を持ち、定期受診をする必要がある。 

 

＜取り組み＞ 

個
人
・
家
庭
・
地
域 

・口腔ケアの必要性を理解し、本人・家族が正しい口腔ケアを実践する。 

・介護を要する人や障がいのある人の歯やお口の状態に異常がないか、周囲の人が気づく 

・かかりつけ歯科医院を決め、定期的に受診をする。 

関
係
機
関 

・ 訪問歯科診療等の情報提供をし、相談や受診しやすい体制づくりをする。【歯科医師会】 

・ 障がい者診療歯科医師を周知する。【歯科医師会】 

・ 歯科医院のバリアフリー化をめざす【歯科医師会】 

・ 施設職員が、正しい口腔ケアの方法や、重要性を理解し実践する。【介護・福祉施設等】 

・ 在宅要介護者等無料歯科健診の制度を理解し、普及に努める。【介護支援専門員・相談

支援専門員等】 

・無料歯科相談等を実施し、気軽に相談できる機会を設ける。【歯科医師会】 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

13 件 ７件 ４件 
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行 

政 

・ 広報やホームページで、在宅要介護者等無料歯科健診の情報提供をする。 

・ 介護支援専門員・相談支援専門員等に在宅要介護者等無料歯科健診について情報提供

する。 

・ 介護者家族の集い等で歯科衛生士等が健康教育を行い、口腔ケアの重要性を普及・啓

発する。 

・ 施設職員等に歯科衛生士等が歯科保健指導を実施する。 

 

＜評価指標＞ 

 

評 価 指 標 平成 24 年度 目 標 値 

在宅要介護者等無料歯科健診事業（県）

の利用件数  
4 件  20 件  

介護者家族の集い等での健康教育実施

回数  
0 件  15 件  

定期的に歯科受診する人の割合  23 .7％  28 .0％  
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１．計画の推進体制 

 

 

２．評価・見直し 

生涯自分の歯でしっかり噛んで食べられる 

歯科医師会 

保育園・幼稚園 

学校 

歯科保健 

関係機関 
企業・団体 

村上市・県 

個人・家庭 

地域 

食生活改善 

推進委員 

計画推進体制図 
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３．評価指標 
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１．年次計画 
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- 26 - 
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村上市観光キャラクター 

「サケリン」 
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歯科保健計画アンケート調査結果  
 

歯みがきの時間帯はいつですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日に歯みがきを何回しますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はみがきの時間帯の集計 
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歯ブラシの他に使っているものはありますか？（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 1 年間に歯科医院を受診しましたか？（受診した人のみ表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受診した場合、受診する理由は何ですか？（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受診しなかった場合、受診しない理由は何ですか？（複数回答あり） 
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お口の状態に満足していますか？（満足している人のみ表示） 

 

 

自分の歯やお口の状態で困っていることはありますか？（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯周病が全身の健康に影響を与えることを知っていますか？（知っている人のみ表示） 
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知っていると答えた場合、歯周病が影響する疾患で知っているものは何ですか？（複数回

答あり） 

 

 

間食の回数は決まっていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間食の時間は決まっていま

すか？（決まっている人のみ表示） 
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間食後、お口のケアを行っていますか？（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何本の歯がありますか？ 
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                        （敬称略） 

所  属  等 氏  名 

村上市岩船郡医師会 村  山  裕  一 

村上市岩船郡歯科医師会 村  井  幸  博 

村上市区長会連絡協議会 松 田  昭 平 

村上市村上地区老人クラブ連合会 佐  藤   忠 

村上市みのり保育園保護者会 美  野  香  苗 

村上市三面小学校ＰＴA 小  池    徹 

村上市食生活改善推進委員会協議会山北分会 田  宮  恵  子 

村上地区体育協会 佐  藤     真 

村上保健所長 佐々木  綾子 

学校教育課長 板  垣     圭 

農林水産課長 瀬  賀     功 

生涯学習課長 高  田     晃 

福 祉 課 長 斎  藤     勉 

介護高齢課長 川  内  信  一 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


